
令和 2年度 学校マネジメントシート 

 

【様式】 

  学校名（  久居農林高等学校  ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 

少人数教育を生かし、地域に根ざした専門高校を目指します 

・「農業」「家庭」の専門性を生かし、地域社会を担う将来のスペシャリストを育成します 

・「生物」「環境」「生活」の情報発信基地として、地域に貢献します 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

一人ひとりが主体となって活動し、社会貢献に意欲的に取り組み、自己の成長を実感し

ながら、将来の地域を担いかつ地域のリーダとなる意欲を持った生徒 

ありたい 

教職員像 

各担当教科の専門性を高めるとともに、授業形態や授業内容等の工夫・改善を行い

生徒の成長に喜びを感じ、充実感を持って業務に取り組む教職員 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

○生徒 

わかりやすい授業、安心安全で楽しく過ごせる学校、自己の存在が実感できる学校、

進路希望の実現 

○保護者 

子どもを成長させてくれる信頼できる学校、進路希望の実現、職業観・勤労観およ

び基本的生活マナーの定着 

○地域住民 

地域に開かれた学校、地域を担いかつリードする人材を育てる学校 

基本的生活マナーの定着 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

○保護者 

学力定着、進路希望実現、卒業後のケア 

生徒が安心・安全に学べる環境 

○地域住民・産業界 

教育資源の活用、知識や技能・意欲を持

った生徒の育成、基礎学力 

○近隣保・幼・小・中・高校等 

教育資源の活用、連携の強化 

○保護者 

生活指導等への理解と協力、学校行事へ

の参加、生徒の基本的生活習慣の確立 

○地域住民・産業界 

教育方針等の理解、学校経営への協力と

参画 

○近隣保・幼・小・中・高校等 

教育方針等の理解と協力、連携事業の強化 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



(3)前年度の学校 

関係者評価等 

○ 学習指導の充実 

「生徒が主体となる授業の実践」に取り組んだ。実施回数を成果指標に掲げた

「わくわく農林塾」は、予定を上回る回数の実施であった。この取り組みは、地域

と学校が一体となり、久居農林高校の強みを活かし、地域の教育を担いつつ、生徒

の主体的な学びを引き出し、学校の活性化にも資する優れた取り組みである。「わく

わく農林塾」を通して「成長できた」と感じる生徒が 75%以上という成果指標を掲

げ実践したが、年度末の生徒アンケートでは、「80%」という良好な結果が得られ

た。 

本年度は、本校の授業に対して「授業が分かりやすい」と回答する生徒を 70%以

上とする目標を立てた。その結果、年度末アンケートでは、「授業満足度」が 1年生

79%、2年生 84%、3年生 81%と、高い数値を示した。こうした数値が良好なあったこ

とは素晴らしく高く評価できる。しかし、上記においても「成長できた」あるいは

「授業が分かりやすい」と答えていない生徒が、少数であるが在る事実がある。こ

れは、本校の教育を受けても成長が実感できなかったり、不満を感じたりした生徒

がいるということである。このような生徒がどのような思いを持っているのか。ど

うすれば、改善できるのか。アンケート結果等を職員で共有し改善策を練る取り組

みがなされているものの、より一層、「マイナス回答」の生徒の実態や思いに寄り添

った教育実践を期待したい。 

○ キャリア教育の充実 

進路ガイダンスの充実に対して、年度当初は満足度 85%を目指す目標を掲げた。

年度末のアンケートでは、生徒の満足度は 95%であった。目標を 10ポイントも上回

る結果が得られた。本校の進路指導において、すべての生徒の進路実現がなされた

ことは、何よりの成果だといえる。しかし、それにとどまるものではない。生徒が

自身の人生行路を見つめ、主体的に進路選択ができるよう、キャリア教育が充実し

ている点が素晴らしいといえる。具体的には、進路ガイダンスやインターンシッ

プ、現場見学会、出前授業、講演会、面接・履歴書指導などの取組が充実してい

る。本年度は、労働市場の人手不足の後押しがあるものの、就職希望生徒の多くを

地元の優良企業に就職させることが出来た。卒業後も、職場定着をサポートするな

ど、きめ細かい指導がなされている。進学においても、多種の大学・短大・専門学

校に生徒は進んでいった。次年度は景気動向が危ぶまれているが、取り組みを継

続・発展することにより乗り切ってもらいたい。 

○ 生徒指導の充実 

生徒指導部が中心となり、規則正しい生活習慣の確立のため、生徒への身だしな

み指導や遅刻指導に力が注がれている。これは生活指導に留まらず、生徒一人一人

の生きる力の涵養を図っている姿でもある。厳しく指導するだけではなく、教員が

生徒にきめ細かい声掛けを行い、生徒は、ルールや時間を守ることが、自らの成長

につながることを理解している。近隣の小学校・中学校の児童・生徒と比べても、

「本校の高校生が一番気持ち良い挨拶ができる」という評価が聞かれた。これは、

生徒会による「朝の挨拶運動」等の取り組みの成果であり、「声を掛け合う」という

本校の実践によるところが大きいと考えられる。 

次年度も、家庭との連携や進路指導の側面からも生徒を支援し、取り組みを継続

してもらいたい。 

○ 保健管理の充実 

検診受診率 100%を達することができた。これは、保健部と生徒、保護者、担任の

4者が緊密に連携し、健康への高い意識を共有することができたことの顕れだとい

ってよい。保健室には、年間 1500 件を超える来室がある。数が多いことは、生徒か

らの信頼が厚く、カウンセリングや発達障害支援、性教育などを充実させてきたこ

との顕れである。学校におけるセーフティー・ネットとしての重要な役割を担って

いる。次年度以降も、取り組みを継続してもらいたい。 

○学校生活アンケート 

学校生活アンケートでは、上級学年ほど「安心」「目標をもった学習・活動」「総

合満足度」が高くなる傾向が見られる。好ましいことである。 

○学校運営 

教員の資質向上のための研修会が充実し、分掌や学年がチームワークを持った連携



が行われている。新聞報道される取り組みも多々あり、ホームページも充実し、情

報発信に努めている。久居農林高校を志願する中学校生徒数は、概ね良好である。

地域からの評価が定着している。教育の充実と進路の実績が高く評価されていると

考えられる。しかし、本校に限らず、教育内容を充実させることがすぐさま志望倍

率の増加には繋がりにくい現状がみられる。生徒が急減する近い将来に向けて、具

体的な対策を講じていく必要がある。慢性的な過重労働が問題となっていたが、本

年度の機械警備の導入を契機として、改善傾向がみられた。しかし、特定の教職員

に偏った過重労働傾向も見受けられ、そうした教職員に対して、多忙化を解消する

取り組みが必要である。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

○生徒が主体となった地域貢献活動 

各コースがそれぞれの特色を活かした「わくわく農林塾」の活動はマスコミにた

びたび取り上げられ、地域の理解が広がるなか、生徒たちは自信を持ち、意欲的に

取り組むようになってきている。 

○勤労観・職業観の確立 

「インターンシップ」「卒業生に聞く会」「緑風デー」などの取り組みを進めると

共に、進路指導部、担任、学科、コースが連携し、きめ細かな進路指導を行った結

果、就職内定１００％を継続して達成している。今後は、全ての教育活動をキャリ

ア教育の視点で整理し、１年次より組織的・系統的なキャリア教育を推進し、３年

間でしっかりと職業観や勤労観を確立させることが重要である。 

○部活動 

全国大会、東海大会等に出場し活躍している部活動もある。学校全体で活性化に

取り組む必要がある。 

学校 

運営等 

○少人数コース制 

「農業」「家庭」の専門性を高め、生徒のニーズにあった活性化を図ってきた。 

本校の最大の特徴である「少人数コース制」についてその成果と課題を教職員が

情報共有しあい、効果を最大限生かすような教育内容、指導方法になっていくこと

が重要である。また、今後減少していく中学生のなか、学科（コース）の在り方を

検討することで、より魅力のある学習内容にしていくことも大切である。何よりも

三重県で活躍する将来の人材育成を担っていることは本校の大きな特徴である。 

○組織的な指導体制 

個人の能力だけに頼らず「目指す学校像」実現のため、生徒指導や進路指導など

組織的に指導する体制が整ってきている。今後、分掌や学科・コースを超えての連

携やさらに教職員同士の意思疎通を行い、組織として動く学校としたい。 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

・生徒が自ら学ぼうとする意欲を高めるため、自らが課題を設定し解決する学習活動を推進する。 

・生徒の確かな学力の向上を図るため、すべての教員は積極的に授業改善を進め、「わかる授業」「興

味を喚起する授業」を行う。 

・生徒の進路希望を実現するため、あらゆる教育活動をキャリア教育の視点で捉え、就職・進学だ

けでなく、その先の社会活動を見通した組織的な進路指導をすすめる。 

学
校
運
営
等 

・生徒に提供する学習内容を充実し、学力向上につなげるため、プロジェクト学習やアクティブ・

ラーニング等の主体的な学習活動の研究を行い、全教職員が連携して授業改善に努める。 

・教職員が意欲的に業務に取り組み、充実感を得ることができるよう、組織の目的を共有する場を

設けるとともに、組織の業務内容を見直し、過重労働の削減等に取り組む。 

・不祥事等を絶対起こさないことで、より一層地域に信頼され必要とされる学校となるよう全教職

員が日々実践していく。 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 



項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導の

充実 

 

 

（教務） 

 

 

 

 

 

（１）生徒が主体となるような授業を実践 

【活動指標】 

わくわく農林塾を農業・家庭学科各コース２回以上実施。 

【成果指標】 

生徒への事後アンケートにより自分の成長を感じたという

回答８５％以上 

（２）生徒による授業評価を実施 

【活動指標】 

生徒へのアンケートにより授業満足度を把握  

【成果指標】 

授業がわかりやすいという回答８５％以上 

  

キャリア教育

の充実 

 

 

（進路） 

（１）進路ガイダンスを充実させる 

【活動指標】 

３年生３回、１・２年生各２回 

【成果指標】 

生徒満足度９５％以上の維持 

（２）生徒が主体的に進路を選択し、実現させる力を養う 

【活動指標】 

生徒の主体性の涵養や自己理解の深化に向けて、インタ

ーンシップや担任面談、進路ガイダンス等を活用するとと

もに、進路実現に繋がる、面接や履歴書等の指導を充実

させる。 

【成果指標】  

就職内定者数(率)年内９５％以上 

 
 

 

 

 

生徒指導の

充実 

 

（生徒指導） 

 

（１)服装・頭髪等の身だしなみを整える 

【活動指標】 

頭髪・服装指導 年間８回実施 

【成果指標】 

頭髪再指導が１０％以内<年度最終> 

（２）生徒に規則正しい生活習慣を身につけさせる 

【活動指標】 

遅刻カウンター・遅刻カードの活用・生活習慣の改善を

目的とした特別指導・生徒会主催の朝のあいさつ運動の

実施 

【成果指標】 

学校全体の遅刻の総数を 700 以下（全校生徒数以下） 

 
 

 

 

保健管理の

充実 

 

 

（保健） 

（１）健康管理を充実させる 

【活動指標】 

生徒自身が健康状態を把握し、健康の保持増進の意識

を高め、健康管理に対する指導を行う。 

【成果指標】 

すべての検診受診１００％  

(２）保健教育を充実する 

【活動指標】 

保健室での相談活動を中心に行い、スクールカウンセラ

ーや発達障がい支援員と連携する。 

スクールカウンセラーによる相談 5時間×32回実施 

発達障がい支援員を月 6時間確保 

【成果指標】 

生徒にアンケートの満足度 70％ 

（3）命を大切にする心を育む教育活動を充実させる 

【活動指標】 

 

 



生徒向け研修会等を学年別で年間 2回実施 

【成果指標】 

満足度 80％ 

改善課題 

（年度末に記載） 

 

 
（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

資質向上の取り

組み 

 

 

 

（１） 教職員の各種研修会を実施し、指導力向上に努め

る（コンプライアンス、働き方改革推進など含む） 

【活動指標】 

各学期１回、参加率７０％以上 

【成果指標】 

参加者の満足度８０％以上 

 ◎ 

チームワーク

の向上・意欲

の増進 

 

 

 

（１）分掌、学科、コース、学年間の連携、情報交換、情報

共有に努める 

【活動指標】 

教職員アンケートにより職員の満足度を把握する 

【成果指標】 

学校経営への参画意欲ありという回答 70％以上 

 

 

 

情報提供による

信頼の構築 

 

（１）情報発信を積極的に行う。 

【活動指標】 

学校ＨＰの充実 

学校の PR（新聞報道、テレビ） 

【成果指標】 

報道 30件以上・月 3回以上の更新 

 

 

保護者・地域

との連携 

（１）わくわく農林塾の実施 

【活動指標】 

生徒へのアンケートにより満足度を把握する。 

【成果指標】 

参加してよかったという回答 85％以上 

 

 

働きやすい職

場環境づくり 

（1）会議の回数削減や時間短縮 

【活動指標】 

アンケートにより満足度を把握する。 

【成果指標】 

取り組んでいるという回答７０％以上 

全ての会議の８０％が６０分以内で終了 

（2）過重労働改善への取組 

【活動指標】 

原則として、毎月第１第３月曜日を定時退校・ノー部活

デーとする。各定期考査で１日（半日単位も可）以上の

年休を取得する。学校閉校日を設定する。 

各定期考査中をノー残業デーとする。 

 

  

 

 



【成果指標】 

・年 360 時間を超える時間外労働者数０人 

・月 45 時間を超える時間外労働者の延べ人数を 0人 

・1 人当たりの月平均時間外労働時間を 30 時間以下に

する。 

・一人当たりの年平均休暇取得の目標 15日以上取得。 

・部活動の休養日を週 1日設定。９５％以上 

・定時退校期間中の定時退校者数の割合  

期間中の 80％以上 

・学校閉校日年 2日設定（８月１４日、１月４日）  

信頼される学校

づくり 

（１）毎週の朝の全校集会を利用した生徒および教職員

への意識啓発 

【活動指標】 

校長が毎週の全校集会で生徒に様々な視点から講話

を行う。 

【成果指標】 

講話実施率１００％ 

 

 

改善課題 

（年度末に記載） 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

（年度末に記載） 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 
（年度末に記載） 

学校運営につ

いての改善策 
（年度末に記載） 

 


